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1. 組織の概要 

 

（1） 名称及び代表者名 

株式会社國光社 

代表取締役 蟹江達朗 

（2） 所在地 

愛知県名古屋市南区星崎１丁目１３２の１ 

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先 

責任者 総務経理部 片岡直之   電話 052-822-2658 FAX 052-811-6365 

担当者 総務経理部 片岡直之   電話 052-822-2658 FAX 052-811-6365 

ＵＲＬ http://www.kokkosha.co.jp/ 

e-mail kataoka@kokkosha.co.jp  

（4） 事業内容 

農機部門 穀類加工機（製粉 味噌･豆腐豆摺 餅）・そば製粉関連機器製造販売 

工機部門 一般産業機器受託生産 

（5） 事業の規模 

創業 1917 年 2 月 

設立 1949 年 9 月 16 日 

 

2. 活動規模 

指標 単位

従業員数 人

売上高 万円

床面積 m2

生産高 万円 14,743.6032,670.00 29,124.60 22,502.90 24,706.30

33.00

30,076.02

3,060.27

（2022年　 1月 ～ 2022年　6月）

33.00

18,002.49

3,060.27

（2021年　 1月 ～ 2021年　12月）（2019年　 1月 ～ 2019年　12月）

32.17

30,097.08

3,060.27

（2020年　 1月 ～ 2020年　12月）

33.00

34,685.74

3,060.27

31.08

（2018年　 1月 ～ 2018年　12月）

3,060.27

41,989.80

 

mailto:info@kokkosha.co.jp
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3. 対象範囲 

対象は株式会社國光社全部門であり以下の組織に基づき環境活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割権限 

最高責任者 

・環境経営に関する統括責任権限を持つ。 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備する。 

・必要な責任者を任命する。 

・環境方針の策定・見直しを行い、全従業員へ周知させる。 

・環境目標・環境活動計画書を承認する。 

・システムの評価･見直しを行い、必要に応じ改定を指示する。 

・環境活動レポートを承認する。 

環境管理責任者 

・環境経営システムを構築し、その運営･管理を進める。 

・環境関連法規等の取りまとめ票を作成し、順守状況を確認する。 

・環境目標・環境活動計画書を確認する。 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告する。 

・環境活動レポートをとりまとめる。 

EA21事務局 

・環境管理責任者の補佐、エコサークルの事務方を司る。 

・環境負荷の自己チェック及び環境取組みの自己チェックを実施。 

・環境活動の実績集計を行う。 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口となる。 

・環境活動レポートを公開する。 

Eco改善会議 ・環境改善製品の選定と、提案された改善案の協議および改善決定する。 

エコサークル 
・月１回開催し、環境目標達成・環境活動実施状況を確認する。 

・選定された環境改善製品に対して改善案を提案する。 

全従業員 
・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する。 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加する。 

工機部 

／資材部 

ﾘｰﾀﾞｰ：川村 肇 

ｻﾌﾞ  :清村之一 

エコサークル 

代表取締役社長 

 

環境管理責任者 

    松原 徹 

TQC 会議 ＥＡ２１事務局 

担当  菅原正明 

 

製造部 

鈑金製缶班 

ﾘｰﾀﾞｰ：後藤精治 

ｻﾌﾞ  :豊田重義 

エコサークル 

製造部 A 

3 名 

ﾘｰﾀﾞｰ：阿部和正 

ｻﾌﾞ  :深町勝美 

エコサークル 

製造部 B 

4 名 

ﾘｰﾀﾞｰ：増井浩二 

ｻﾌﾞ  :西 恒紀 

 

エコサークル 

技術開発部 
/工機部 
/資材部 2 名 
 

営業部／ 

経理総務部 1 名 

エコサークル 

Eco 改善会議 
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4. 環境経営方針 

〈経営理念〉 

「顧客と共に繁栄」 

喜 ば れ る 製 品 開 発 

喜ばれる製品づくり 

喜ばれる会社づくり 

〈環境経営の指針〉 

私達株式会社國光社は、経営理念を基に住み良い環境を創造するために地球環境への負荷を軽減と

した｢物つくり｣を一人ひとりが認識し環境に優しい社会つくりに貢献していきます。 

〈環境経営への取組の基本方針〉 

環境に与える影響を認識し、環境に優しい社会の実現を目指して行動していきます。 

事業活動上において環境経営システムを構築し環境への負荷軽減活動を継続的に行なっていきます。 

こだわりの蕎麦を作るための製品を提供していきます。 

【環境配慮型製品の推進と省資源対策の推進】 

自社製品の小型化・軽量化を図り更なる歩留まりの良い生産効率を目指します。 

【二酸化炭素排出量･水使用量の削減】 

CO2・水使用料の軽減を重点的なテーマとして、環境目標を設定して必要あれば目標を見直すなど

の効果的な取組みを行ないます 

【環境３Ｒで廃棄物の削減】 

資源・廃棄物の分別を徹底して、廃棄物を削減し循環社会の形成に貢献します。 

【環境法定等の遵守】 

環境に関する法定規制およびその他の要求事項を遵守します。 

【地域との環境コミュニケーション】 

環境活動レポートを社外に公表します。また、地域とのコミュニケーションを図り資源回収を応援

します。 

【グリーン購入の推進】 

環境に配慮した物品の調達に取り組みます。 

【環境教育･環境保全活動の推進】           制定日  2010 年 1 月 11 日             

社員への教育･訓練の実施と意識の向上を図ります。   改定日    2022 年 9 月 15 日 

 

 
 
 

２ 

 

 

株式会社  國  光  社 

代表取締役 蟹 江 達 朗 
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5. 環境経営目標 

二酸化炭素排出量を把握する調整後排出係数 2020 年度実績 0.421（㎏-CO2/kWh）大和ハウス

工業を使用した。 

2021.1～ 2021.01～ 2022.01～ 2023.01～ 2024.01～ 2025.01～

2021.12 2021.06 2022.06 2023.12 2024.12 2025.12

56,729.97 109,270.26 108,177.56 107,095.78

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

841.04 1,758.39 1,740.80 1,723.40

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

1,987.18 4,807.09 4,759.02 4,711.43

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

941.99 1,719.63 1,702.43 1,685.41

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

34,758.66 68,614.68 67,928.54 67,249.25

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

3,236.11 7,553.70 7,478.16 7,403.38

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

4,202.55 6,996.33 6,926.37 6,857.10

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

113.85 248.49 246.01 243.55

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

847.44 2,124.54 2,103.29 2,082.26

-1％/カ月 -1％年 -2％年 -3％年

基準値

2021年度 うち6カ月 2022年度

2,146.00 856.00

1,737.00 951.50

69,307.76 35,109.76

7,630.00 3,268.80

251.00 115.00

化学物質使用料削減

kwh

ℓ

ℓ

㎏

kg-CO2

kg

m3

㎏

電力使用量削減

ガソリン使用料削減

軽油使用量削減

ＬＰＧガス使用量削減

二酸化炭素排出量削減

一般廃棄物排出量削減

水使用量削減

2023年度 2024年度
2022年度

（試行期間）

産業廃棄物排出量削減 kg 7,067.00 4,245.00

項目 単位

目標

110,374.00 57,303.00

1,776.15 849.54

4,855.65 2,007.25
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6. 環境経営計画 

内容 実施項目 目標 具体的方法

未使用区域の電気消灯

室内温度管理による空調電力の省力

残業削減努力

エアコンフィルター定期清掃による空調費用削減

退社時の機器等完全消灯確認

電飾削減啓蒙活動（ポスター張り出し等）

アイドリングストップ

車両管理の徹底

ハイブリッド車の導入検討

効率の良い配車、ルート検索

エコドライブ推進

各車両の燃費チェック

啓蒙活動

適正なタイヤ空気圧での走行

ガス消費量削減 1％削減 啓蒙活動

裏紙有効活用による廃棄物削減

使用済み封筒の有効活用

社内資料のペーパーレス化

会議資料の簡素化

産業廃棄物の削減 1％削減 削減方法検討

節水啓蒙活動（ポスター張り出し等）

水道利用時の垂れ流し防止

化学物質 化学物質の削減 1％削減 調査方法の確立と調査結果の明確化

エコアクション21取組説明会の実施

省エネ等環境に考慮した製品の開発・改良

技能資格取得の支援

非常事態・防災訓練の実施

社内勉強会の開催

車両、機械設備の定期的な点検による故障・修理防止

設備を大切にし長期間良好な状態で使用する

雇入れ時、異動時の安全教育徹底

定期的な安全教育徹底

安全配慮啓蒙活動

健康診断への社員100％実施

２次検診者への再検査呼びかけ、社員の健康維持

Ｃo2削減

自社排出

廃棄物

1％削減水使用量の削減水

1％削減電力消費量削減

1％削減

ガソリン消費量削

減及び軽油消費量

削減

一般廃棄物の削減 1％削減

生産性及

び環境意

識の向上

定期点検

実施
設備への環境保全

労働環境

の改善
安全衛生配慮活動

安全衛生

生産性の

向上
生産性向上
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7. 環境経営目標及びその実績 

2022.01～

2022.06

※達成率は、目標/実績×100で算出する

・昨年はコロナの影響で生産高が低迷し、本年は回復していることから電気使用量・

　二酸化炭素排出量が目標達成ならず。

・軽油使用量は昨年コロナの影響で県外出張等自粛していた反動で増加したもの。

・本年以降もコロナの影響に左右されるが、引き続き対策をとるもの。

・一般廃棄物排出量についてはＲ4年より会社外周の掃き掃除を毎朝行っていること

　も増加している要因である。

目標値項目 単位

電力使用量削減 kwh

ガソリン使用料削減 ℓ

軽油使用量削減 ℓ

ＬＰＧガス使用量削減 ㎏

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2

3,236.44

4,202.97
121.83%

111.00

一般廃棄物排出量削減 kg

産業廃棄物排出量削減 kg

水使用量及び総排水量削減 m3

56,735.64

841.13

1,987.38

942.08

34,762.14

試行期間実

績 達成率

（％）

117.83%

102.58%

58,599.00

841.77

2,368.22

799.50

36,267.03

3,827.10

3,450.00

化学物質使用料削減 ㎏

○

評価

（○・×）

96.82% ×

99.92% x

83.92% ×

○

95.85% ×

84.57% ×

○

116.42% ○
728.00

113.86

847.52
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※従業員の電力省力の意識向上を目論みエアコンの温度管理を見える化しています。 

 

 

 

 

※廃棄分の分別意識の向上・環境経営の意識向上を目論み、分別の見える化をしました。 

※二重発注も産廃の増加につながると考え、工場内の整理整頓を呼びかけています。 
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環境活動の取組み結果 

 

環境目標の達成状況および環境活動計画の実施状況の評価 

および未達成の場合の次年度の取組み 

環境目標項目 達成状況
環境活動計画の実施状況

達成・未達成の要因

次年度環境活動計画への

追加・変更

1.電力使用量削減 未達成

・従業員一人一人の意識

　向上

・工場の水銀灯のＬＥＤ化

検討、定時退勤徹底による節電

※生産高向上も未達成要因

2.ガソリン使用料削減 未達成
・外訪ルートの効率化 ・現在の活動を継続する

3.軽油使用量削減 未達成

・外訪ルートの効率化 ・現在の活動を継続する

※コロナ禍で自粛していた外訪

を開始したため未達成となった

もの

4.ＬＰＧガス使用量削減 達成
・リフト車利用の効率化

・新製品開発時に考慮

・現在の活動を継続する

5.二酸化炭素排出量削減 未達成
・1～4による ・1～4の対応実施

6.一般廃棄物排出量削減 未達成

・従業員一人一人の意識

　向上

・現在の活動を継続する

※Ｒ4年より外周清掃を毎朝

行ったことで増加し未達成と

なったもの

7.産業廃棄物排出量削減 達成

・新製品開発時に考慮

・過剰仕入・誤発注の削

減努力

・現在の活動を継続する

8.水使用量削減 達成
・従業員一人一人の意識

　向上

・現在の活動を継続する

9.化学物質使用料削減 達成

・新製品開発時に考慮

・過剰仕入・誤発注の削

減努力

・現在の活動を継続する

 

＜総括＞ 

・未達成項目はあるも環境負荷の現状を把握することができた。数値や目標等のデータを出すことで、 

 従業員の意識向上にもつながった。今後は目標への意識づけを積極的に行い、かつ社員一人一人への 

 数値目標も設定できるようにしていきたい。 
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通です。 

法規制 証拠 遵守評価

廃棄物処理法

保管場所の提示

収集運搬業者契約書

処分業者契約書

マニュフェストの管理

産業廃棄物管理票交付等状況報告書

〇

騒音規制法
受理書　2011年10月12日

特定施設の数の変更の届
〇

振動規制法

受理書　2011年10月12日

特定施設種類及び能力ごとの数の変更届及び使用の方法の

変更の届出

〇

ＰＲＴＲ法

第一種指定化学物質の排出量及び移動量の届出書

（現状該当せず）

特定化学物質取扱量届出書

〇

大気汚染防止法

ＶＯＣ排出抑制制度

調査書　2018年11月13日

ＶＯＣの使用量・排出量等調査票
〇

フロン排出抑制法

簡易点検チェックシート

レーザー加工機用チラー

実施日　2022年11月14日

有資格者点検

実施日　2022年11月14日

〇

消防法

変電設備設置届

乾燥設備設置届

圧縮アセチレンガス等の貯蔵又は取扱い開始届

完成検査済証

消防設備等設置届

〇

市民の健康と安全を

確保する環境の保全

等に関する条例

アイドリングストップ実施

〇

名古屋市産業廃棄物

等の適正な処理及び

資源化の促進に関す

る条例

廃棄物処理業者の定期的な確認

〇

 

法令遵守に関する評価を行いましたが違反はありませんでした。 

過去 5 年間違反・訴訟等はありませんでした。 

環境関連法規と社会的要求事項を進取し適時改善を行い、更なる環境保全活動を推進して参ります。 
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8. 外部からの環境上の苦情・要請等 

ありませんでした。 
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9. 代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示の結果 

環境経営方針  □変更なし ☑変更あり 

環境経営目標・計画 □変更なし ☑変更あり 実績を踏まえ見直す 

実施体制  ☑変更なし □変更あり 

 弊社は 2018 年まで 8 年間承認をいただいておりましたが、今回は期間が空いて再度申請させていた

だくこととなりました。更新しなくなった理由は、エコアクション 21 の責任者が多忙で認証作業に時

間が割けなくなったことです。加えて 8 年間認証をいただいてきたノウハウを継続すれば認証が無く

ても環境に配慮した経営を継続できるとの解釈からやむを得ず更新を諦めました。今回、前責任者と

は別の責任者を配置できたため申請させていただきます。 

 2021.01～06 を基準としてその 1％を削減目標としましたが、基準期間はコロナの影響を大きく受け

生産高が低迷していたこともあり目標未達の項目がありました。その中でも従業員の環境面への意識

を向上させることで達成できた項目もありましたので、引き続き継続していきます。 

 本年は自社ブランド製品の新規開発やモデルチェンジ等コロナ禍で落ち込んだ業績を復活させるた

めに様々な手を打つことが決定しています。いずれの計画も電気使用量等増加する恐れがありますが、

その中でもエコアクション 21 を申請する企業としての自覚を全従業員に強く意識させることで目標

達成に向かって邁進します。 

 

実施日 2022 年 9 月 1 日 

株式会社  國  光 社 

代表取締役 蟹 江 達 朗 


